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01_総合計画2040 第2次実施計画の体系・計画構成

• 総合計画2040の計画体系は、「基本構想」「実施計画」の２層で構成します。

• 基本構想は、まちの将来像やまちづくりの目標を定めるもので、計画期間は20年とします。

• 実施計画は、基本構想の実現のために取り組む施策を位置づけるもので、計画期間は４年とします。
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01_総合計画2040 第2次実施計画の体系・計画構成

基本目標 政策まちの将来像

基本構想

事務事業施策

実施計画（基本構想の実現のための重要な要因）

実現
その他の
事務事業

「つながる力」
の取り組み

まちの将来像、基本目標、政策を踏まえ、施策・
目標と指標の設定、さらには施策目標の実施手段
となる事務事業の目標・指標の設定を行います。



02_総合計画2040 まちの将来像
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02_総合計画2040 まちの将来像

寒川町は、いにしえから「穏やかさ」「優しさ」「あたたかさ」といった町の特長や町民性を受け継いできました。

これらの町の特長や町民性を後世に伝えながら、将来にわたって町民のこころ豊かな暮らしを実現するために、

つながることで生まれる力を最大限に発揮し、新たな価値を創造することで、まちの新化へとつなげていきます。

つながる力によって、今後見込まれる様々な社会経済環境の変化にあっても、それぞれの時代に合わせて最適化を

図ることで、こころ豊かな暮らしを実現するために、次のとおりまちの将来像を掲げています。

まちの将来像 「つながる力で 新化するまち」



03_総合計画2040 基本構想の体系図
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03_総合計画2040 基本構想の体系図

まちの将来像「つながる力で 新化するまち」の実現

に向けて、「寒川町総合計画2040」の体系のとお

り、基本構想において６つの基本目標と12の政策を

位置づけています。

基本目標や政策を実現するために、実施計画におい

て、目指す姿や具体的な取り組みなどを施策及び事務

事業として位置づけています。



04_寒川町総合計画2040第１次実施計画の振り返り
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04_寒川町総合計画2040第１次実施計画の振り返り

令和６年度 町民満足度アンケート調査結果
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■ ポートフォリオ分析結果（町民満足度アンケート R6）

04_寒川町総合計画2040第１次実施計画の振り返り
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令和６年度 町民満足度アンケート調査結果

■ 子育て・子育ち・教育の推進

■ 持続的かつ健全な行財政運営

以上の政策が、令和４年度から令和６年度までで、

総合的な町民満足度へ寄与する政策として選択

されている。

総合計画 12の政策と全体の満足度に関する重回帰分析

町民の総合的な満足度を向上させるために、

『子育て政策』 及び 『持続可能な行財政運営』 の満足度を

向上させることが効果的である。

04_寒川町総合計画2040第１次実施計画の振り返り
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第1次実施計画における目標指標の達成見込みが低い主な施策

04_寒川町総合計画2040第１次実施計画の振り返り

施策 現状と課題 今後の方向性

1-1-1

子育て支援の充実

多岐に渡り子育て支援を充実させてきたが、出生率は向上し

ていないなどの課題がある。

多様化・複雑化する子育てニーズを的確に把握し、先を見

据えた事業展開・対策を推進していくことが必要である。

1-2-2

生涯学習・地域文化の推進

生涯学習施策の基本的な考え方や方向性を示した学びプラン

の取り組み推進にあたっては、生涯学習（学び推進課）分野と

社会教育（教育政策課）分野の連動した事業展開・点検・改善

が必要である。

生涯学習とは、家庭教育や学校教育，社会教育などを指す

が、生涯学習（学び推進課）と学校教育（学校教育課）、社会

教育（教育政策課）が分かれており、目標達成に向けた一体

的な推進が必要である。

2-1-2

高齢者の健康づくりの充実

定年延長やコロナ禍を経て、様々な就労機会が確保された

ため、生活スタイルの変化に合わせ施策展開が必要である。

高齢者の外出する機会を提供する事業展開を行うととも

に、一人ひとりが介護予防に取り組み、地域とつながり、

外出や交流の機会を創出していく。

4-1-1

防災対策の充実

地域間で防災意識に差があるため、自主防災組織による自

主的な訓練や防災意識向上に向けた取り組みが必要である。

昨今の未曾有の災害に対し、地域や個人個人で備える準

備をして災害に強いまちづくりを整備する必要がある。

6-1-1

町民との協働によるまちづ

くりの推進

自治会加入率の減少や高齢化による担い手不足など、地域

コミュニティ活動が希薄化している。

複雑化・多様化する地域課題の解決には向けて、自治会

や各団体とのつながる機会を創出する事業を展開してい

く必要がある。
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第1次実施計画における目標指標の達成見込みが低い主な事務事業

04_寒川町総合計画2040第１次実施計画の振り返り

事務事業 現状と課題 今後の方向性

1-2-2-03

地域間交流促進事業

【目標指標】 地域間交流事業参加者数

• 文化連盟の加入団体や会員数の減少、高齢化に伴う人材不

足などに課題がある。

• 町民ニーズを的確に捉え、貢献度や満足度に寄与する

施策展開を模索・検討していく必要がある。

2-1-2-02

高齢者社会活動推進事業

【目標指標】 シルバー人材センター会員数・活動実人数

定年延長や様々な就労方法の増加により、会員数が減少し、高

齢の会員が仕事できる業務が限られている状況にある。

• 外出機会を創出し、地域活動への社会参加を促進す

る事業を展開し、自分のことは自分でできる自主的

な健康づくりを支援する教室事業等を展開していく。

3-2-1-02

空き家対策事業

【目標指標】 空き家所有者から専門家への相談仲介件数

• 空き家の啓発活動を行っているが、空家所有者から専門

家への仲介を求められていない。

• 空き家所有者へ早期にアプローチし、問題空き家化

を抑制する取り組みを推進していく必要がある。

6-2-2-01

職員力向上事業

【目標指標】 職員力指数（モチベーション）が向上した職員割合

• 目標指標の職員力向上（モチベーション）につながる取り組
み・対策が急務である。

• 仕事のやりがいを感じられる職場風土の醸成を図るこ

と。

• 人材育成方針を策定し、目指すべき職員像のもと、職員

の意識改革を進める必要がある。



05_総合計画2040第2次実施計画の策定方針
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05_総合計画2040第2次実施計画の策定方針

自治基本条例

行政サービス

改革
まち・ひと・しごと

創生総合戦略

総合計画

つながる力で 新

化するまち

1 「つながる力で 新化するまち」の実現

2 マーケティング分析に基づく指標設定

3 財源の裏付けのある計画策定

4 効率的・効果的な進行管理

5 地方創生の取り組みを推進

6 施策マネジメント体制の強化

7 施策・事務事業の重点化
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1 「つながる力で 新化するまち」の実現

第2次実施計画においては、引き続きつながる機会を創出するとともに、つながる力による社会課題解決に向けた

町からの積極的なアプローチを進めます。

なお、町からのアプローチにあたっては、まずは町民と町で「つながる力で 新化するまち」のイメージや現在の

地域課題の共有を進め、それぞれの得意分野を生かしながら新化するまちを実現します。

2 マーケティング分析に基づき施策・事務事業を構築し、選択と集中を図ります

マーケティング分析により、町民ニーズや町を取り巻く課題などの仮説を設定し、基本目標及び政策の実現に

向け貢献度の高いものを「施策目標」として重点的に選定します。

事務事業の検討においては、選定された施策目標の達成に向け、貢献度が高い事務事業目標を絞り込み、それを

効果的、効率的に達成できる事業に優先的に予算配分します。

05_総合計画2040第2次実施計画の策定方針
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3 財源の裏付けのある計画を策定します

施策目標や事務事業目標を達成できるように財政計画を策定し、財源の裏付けのある実施計画を策定します。

財政計画策定にあたっては、人口減少、少子高齢化や公共施設の老朽化などにより、これまで以上に町の財政は

厳しい状況になることが予想されます。

創意工夫により財源を確保し、最小の経費で最大の効果が得られるよう事務事業の見直しを行います。

4 適切な目標 / 目標指標を設定し、効果的効率的な進行管理を実施します

まちの将来像、基本目標、政策を達成することでこころ豊かな暮らしを実現するために適切な目標／目標指標を

設定し、効果的効率的な進行管理を実施します。

進行管理においては、EBPMの観点から施策立案を進めます。また、目標指標の下方修正であっても、その理由を

明確にするとともに対策を講じることを条件に見直しを可能とし、柔軟な進行管理を実施します。

05_総合計画2040第2次実施計画の策定方針
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5 地方創生に係る取り組みを推進します

まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」という。）の位置付けに捉われず、長期にわたって持続可能な

行政運営をするために、少子高齢化や人口減少へ対応する事業を総合戦略に位置付けます。

また、総合戦略に位置付ける事業については、トライ＆エラーをしながら進行管理し、時代に即した効果的な取組を

実施できるように策定します。なお、引き続き総合戦略は実施計画に包含します。

6 施策責任者を明確にします

各部等によるマネジメント体制の強化を図るため、引き続き、原則１つの施策を１つの部等（施策責任者）が

管理することとします。

一方で、近年は分野横断的な取組の重要性が高まっています。組織横断的な連携をしながら施策を推進します。

7 個別計画との整合を図ります

施策及び事務事業を重点化するため、引き続き各個別計画などにおいて実施計画に登載しない事業や経費の
進捗管理をします。
各個別計画が総合計画のどこの施策や事務事業と関係しているのか明確にします。

05_総合計画2040第2次実施計画の策定方針
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■ 施策の内容及び事務事業の登載について

次の３つの視点から施策を策定し、その手段としての

事務事業を選定・登載するものとします。

①基本構想（基本目標・政策）の実現に向け、貢献度が高い事項

②町民満足度の向上に寄与するもの（魅力品質または一元品質）

③ポートフォリオ分析結果（町民アンケート）により、

優先的に行うべき事項

■ ポートフォリオ分析結果（町民満足度アンケート R6）

05_総合計画2040第2次実施計画の策定方針



06_総合計画2040第2次実施計画 施策・事務事業の作業プロセス
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06_総合計画2040第2次実施計画 施策・事務事業の作業プロセス

■ 施策・事務事業目標の考え方

次の３つの視点から施策目標を作成することとします。

① 基本構想として議決した基本目標や政策の内容を踏まえ、この４年間で何を目指すか

（政策の記載内容を活用して施策目標をつくる）

② 町民が本質的に求めているものであるか（潜在的な欲求も含む）

③ 現在や今後、予想される課題を解決するものでそれは効果的か
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06_総合計画2040第2次実施計画 施策・事務事業の作業プロセス

策定プロセスでのEBPMの推進

寒川町総合計画2040第２次実施計画の「施策」・「事務事業」の目標設定では、

すべての事業は、「その事業を実施することにより、まちの将来像の実現に結びつく」という

戦略的かつ仮説的思考を組み立てるためのロジックモデルを作成することで、

「将来目指すべき姿から逆算して現在、何をすべきか」という

政策体系の目的（施策）と手段（事務事業）の階層構造を整理して、

行動活動を可視化することに取り組みました。

※ロジックモデル：事業や組織が最終的に目指す変化・効果の実現に向けた道筋を体系的に図示化し、事業がどのような道筋で

目的を達成しようとしているのか示しているもの
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06_総合計画2040第2次実施計画 施策・事務事業の作業プロセス

ヒト・モノ・カネ 活動 モノ・サービス 変化・効果

インプット 活動 アウトプット アウトカム

目的としている
社会的な変化や効果

活動で提供する
モノ・サービス

モノ・サービスを
提供する活動

活動を行うための資源

• 就労支援プログラム
の実施に必要な
‐ 講師
‐ 研修教材
‐ 研修場所 など

• 就労支援プログラムの開
発
• プログラム参加者の募集

など

• 就労支援プログラムの提供 • 就労に必要なスキルの習得
• 就労意欲の向上
• 継続的な就労の実現

就労支援事業の例

コントロール可能 アウトプットによる変化
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06_総合計画2040第2次実施計画 施策・事務事業の作業プロセス

インプット

インプット

インプット

活動

活動

活動

アウトプット

アウトプット

アウトプット

短期
アウトカム

短期
アウトカム

短期
アウトカム

中間
アウトカム

中間
アウトカム

最終
アウトカム

短期アウトカム実現のための具体的な事業内容 中間アウトカム
実現のための手段

最終アウトカム
実現のために
達成したい目的

事業により
達成したい状況

ロジックモデルとは
事業や組織が最終的に目指す変化・効果の実現に向けた道筋を体系的に図示化したもの。
事業が、どのような道筋で目的を達成しようとしているのかを示したもの。
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06_総合計画2040第2次実施計画 施策・事務事業の作業プロセス

■ 寒川町総合計画2040第2次実施計画とロジックモデルとの相関図

基本構想

事務事業 施策 政策
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06_総合計画2040第2次実施計画 施策・事務事業の作業プロセス

■目標指標（KPI）として、登載すべき事項

⑴ 数値目標を掲げることで、課題解決や生産性の向上が見込める事項

⑵ 目標が達成できなかった場合に、次にどうすればよいか対策を検討できる事項

⑶ 事務事業の取り組みが、時限的取り組み事項

■目標指標（KPI）として、登載すべきではない事項

⑴ 当たり前の事項、数値化しても無駄になる事項

⑵ 結果が悪くても事務事業の取り組みを変えられない事項



07_総合計画2040第2次実施計画作成上の留意点
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07_総合計画2040第2次実施計画作成上の留意点

• 総合計画2040第２次実施計画では、第１次実施計画同様、まちの将来像である「つながる力で 新化するまち」の実現に

向け、引き続き、「つながる」機会を創出し、「つながる」力による社会課題解決に向けた町から積極的なアプローチ

（施策展開）を進めていきます。

• 全庁的にEBPMを推進し、EBPM研修で活用した様々なデータを活用・分析することにより、町民ニーズや町を取り巻く課題

などの仮設を設定し、総合計画2040の基本構想で示す基本目標及び政策の実現に向け貢献度が高いものを施策目標として

重点的に選定します。

• 重点項目を明確化し、貢献度の高い事業目標を絞り込むことで、メリハリのある計画とします。

• 実施計画に登載しない事務事業の管理は、各分野の個別計画に委ね、各部等の裁量により行うこととします。

⑴ 施策・事務事業の重点化
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07_総合計画2040第2次実施計画作成上の留意点

施 策

〇 〇 〇 〇 部

A 事務事業 B 事務事業 C 事務事業 D 事務事業

• 総合計画2040第２次実施計画では、施策体系と組織体系のねじれを解消し、原則、一つの施策を一つの部等（施策責任者）が

管理することとします。

• これにより、各施策に割り振られた配分調整額を各部等に割り振られた経費の配分調整額と一体的に運用し、各部等（施策責

任者）によるマネジメント体制の強化を図ります。

• また、現行の総合計画では位置づけのなかった担当の業務についても、可能な限り役割を明確化したうえで、目標（施策目標

または「組織目標」）を設定し、行政組織としての役割と業務目標の明確化を図ります。

⑵ 施策体系と組織体系の一致（マネジメント体制の強化）
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行政サービス・

行政資源の最適化

スマート自治体

への転換

民間活力の活用

施策推進における

組織体系の整理

行政コストの削減や限られた人員・財源の有効配分を進めるとともに、行政サービスや行政資源の最

適化を図ること。

限られた財源や人員体制のなかで、多様化する町民ニーズに対応していくためには、これまで以上に

民間の持つノウハウや知見を活用した事業展開を図る必要があること。

総合計画第２次実施計画の策定に向け、第１次実施計画の施策推進を踏まえ、施策体系の課題・変更す

べき点を整理し、より効果的・効率的な施策・事務事業を実施していくこと。

限られた人員体制の中、自治体として本来担うべき機能を発揮できる自治体への転換を図るため、既

存事業に「デジタルの要素」を加え、効率的な効果や付加価値を創出すること。

07_総合計画2040第2次実施計画作成上の留意点



08_総合計画2040第2次実施計画 施策・事務事業の反映
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08_総合計画2040第2次実施計画 施策・事務事業の反映

最終アウトカム
＝施策目標

中間・短期アウトカム
＝事務事業目標

■ 寒川町総合計画2040第2次実施計画の施策・事務事業の目標・指標の設定



09_総合計画2040第2次実施計画の策定経過
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09_総合計画2040第2次実施計画の策定経過

計画の策定庁内外への報告・意見徴収庁内調整庁内リサーチ

• 策定時にEBPMの推進

• 町民ニーズの概況、分析

• 現状と課題の把握

• 目標（KPI）、指標の設定

• 新規事業ヒアリング

• 担当ヒアリング

• 町長ヒアリング

（目標・指標の共有）

• 総合計画審議会への報告、意見

聴取

• 議会への報告・意見聴取

• 基本構想の改訂

• 財政計画の作成

• 目標、指標の確定

• 中長期的な取り組み設定



10_今後のスケジュール

37



38

10_今後のスケジュール

3～9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

計画の策定方針

施策・事務事業の調査

担当ヒアリング

総合計画審議会

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ（基本構想）

町長ヒアリング

財政計画の作成

総合計画審議会

町長へ答申（基本構想）

議案 提案・議決

総合計画審議会

議会報告

第２次実施計画確定

3月中旬

6～10月

7月下旬

8/11

9～10月

9月下旬

10月～翌2月

11/11

11月中旬

11月～12月
2月中旬

2月下旬

3月下旬


